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(57)【要約】
　光伝送モジュール１は、上面１０ＳＡから入射する第
１の光信号Ｌ１を導光するととともに、導光した第２の
光信号Ｌ２を上面１０ＳＡから出射する光導波路板１０
と、第１の光信号Ｌ１を発生する発光素子２０と、第２
の光信号Ｌ２を受光する受光素子３０と、第１の主面４
０ＳＡに発光素子２０および受光素子３０が実装され、
第２の主面４０ＳＢが光導波路板１０の上面１０ＳＡに
配置されている、光透過性材料からなる配線板４０と、
を具備し、配線板４０の第１の光信号Ｌ１が入射する入
射部４２と第２の光信号Ｌ２が出射する出射部４４との
間に、配線板４０の内部を導光される光を遮断する遮光
壁４９が形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射した第１の光信号を導光するととともに、導光した第２の光信号を出射する光導波
路板と、
　前記第１の光信号を発生する発光素子と、
　前記第２の光信号を受光する受光素子と、
　第１の主面に前記発光素子および前記受光素子が実装され、前記第１の主面と対向する
第２の主面が前記光導波路板における前記第１の光信号が入射するとともに前記第２の光
信号が出射する面に配置されており、前記第１の主面と前記第２の主面とを接続する、壁
面が導電材料で覆われている導通孔が形成されている、光透過性材料からなる配線板と、
を具備する光伝送モジュールと、
　前記第１の光信号に変換される撮像信号を発生するとともに、前記第２の光信号から変
換された駆動信号に応じて動作する撮像素子と、を挿入部の先端部に有する内視鏡であっ
て、
　前記配線板の前記第１の光信号が入射する入射部と前記第２の光信号が出射する出射部
との間に、前記配線板の内部を導光される光を遮断する遮光壁が形成されており、
　前記遮光壁を構成している遮光孔が、前記導通孔と同じ構成であることを特徴とする内
視鏡。
【請求項２】
　入射した第１の光信号を導光するととともに、導光した第２の光信号を出射する光導波
路板と、
　前記第１の光信号を発生する発光素子と、
　前記第２の光信号を受光する受光素子と、
　第１の主面に前記発光素子および前記受光素子が実装され、前記第１の主面と対向する
第２の主面が前記光導波路板における前記第１の光信号が入射するとともに前記第２の光
信号が出射する面に配置されている、光透過性材料からなる配線板と、を具備する光伝送
モジュールであって、
　前記配線板の前記第１の光信号が入射する入射部と前記第２の光信号が出射する出射部
との間に、前記配線板の内部を導光される光を遮断する遮光壁が形成されていることを特
徴とする光伝送モジュール。
【請求項３】
　前記遮光壁は遮光材料で覆われていることを特徴とする請求項２に記載の光伝送モジュ
ール。
【請求項４】
　前記遮光壁で囲まれた内部が光吸収材料で充填されていることを特徴とする請求項２に
記載の光伝送モジュール。
【請求項５】
　前記遮光壁が、複数の遮光孔により構成されていることを特徴とする請求項２から請求
項４のいずれか１項に記載の光伝送モジュール。
【請求項６】
　前記複数の遮光孔は、前記入射部の中心と前記出射部の中心とを結ぶ線上において光の
遮断率が最大となるように配置されていることを特徴とする請求項５に記載の光伝送モジ
ュール。
【請求項７】
　前記配線板に前記第１の主面と前記第２の主面とを接続する、壁面が導電材料で覆われ
ている導通孔が形成されており、
　前記遮光孔が、前記導通孔と同じ構成であることを特徴とする請求項５または請求項６
に記載の光伝送モジュール。
【請求項８】
　前記配線板に、前記第１の光信号の光路となる第１の貫通孔および前記第２の光信号の
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光路となる第２の貫通孔があることを特徴とする請求項２から請求項７のいずれか１項に
記載の光伝送モジュール。
【請求項９】
　前記第１の光信号と前記第２の光信号が、異なる同じ波長であり、
　前記光導波路板が、前記第１の光信号と前記第２の光信号とを合波／分波し、
　前記第１の光信号および前記第２の光信号を伝送する１本の光ファイバを更に具備する
ことを特徴とする請求項２から請求項８のいずれか１項に記載の光伝送モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光素子および受光素子が実装された光透過性材料からなる配線板と前記配
線板が上面に配設されている光導波路板とを具備する光伝送モジュール、を挿入部の先端
部に有する内視鏡、および、発光素子および受光素子が実装された光透過性材料からなる
配線板と、前記配線板が上面に配設されている光導波路板と、を具備する光伝送モジュー
ルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡は、細長い挿入部の先端部にＣＣＤ等の撮像素子を有する。近年、高画素数
の撮像素子の内視鏡への使用が進んでいる。高画素数の撮像素子を使用した場合には、撮
像素子から信号処理装置（プロセッサ）へ伝送する撮像信号の信号量が増加するため、メ
タル配線を介した電気信号伝送に替えて細い光ファイバを介した光信号伝送が好ましい。
【０００３】
　また、双方向光通信技術を活用することで、１本の光ファイバにより、撮像信号だけで
なく、信号処理装置から撮像素子への制御信号等の伝送も行うことができる。双方向光通
信では、例えば、発光素子が発生する第１の光信号と受光素子が受光する第２の光信号と
が光伝送モジュールにおいて合波／分波される。
【０００４】
　日本国特開２０１３－２２８４６７号公報には、主面に発光素子と受光素子とが実装さ
れた配線板と、光導波路板と、を具備する光電気混載フレキシブル配線板が開示されてい
る。
【０００５】
　発光素子と受光素子とが配設された配線板では、発光素子が発生した光の一部が迷光と
して配線板の中を導光され、受光素子に受光されることで、伝送品質が劣化するおそれが
あった。
【０００６】
　日本国特開２０１３－４１９２２号公報には、配線板の孔を介して進入する赤外線を遮
光する受光装置が開示されている。配線のために形成された孔の内部には、可視光は透過
し赤外線のみを遮光する所定の構成の樹脂が充填されている。
【０００７】
　上記受光装置では、孔から進入してくる光を遮断することはできるが、配線板の内部を
導光される迷光を遮断することはできない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１３－２２８４６７号公報
【特許文献２】特開２０１３－４１９２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の実施形態は、配線板の中を導光される迷光により伝送品質が劣化するおそれの
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ない内視鏡モジュールを有する内視鏡、および、配線板の中を導光される迷光により伝送
品質が劣化するおそれのない内視鏡モジュールを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施形態の内視鏡は、入射した第１の光信号を導光するととともに、導光した
第２の光信号を出射する光導波路板と、前記第１の光信号を発生する発光素子と、前記第
２の光信号を受光する受光素子と、第１の主面に前記発光素子および前記受光素子が実装
され、前記第１の主面と対向する第２の主面が前記光導波路板における前記第１の光信号
が入射するとともに前記第２の光信号が出射する面に配置されており、前記第１の主面と
前記第２の主面とを接続する、壁面が導電材料で覆われている導通孔が形成されている、
光透過性材料からなる配線板と、を具備する光伝送モジュールと、前記第１の光信号に変
換される撮像信号を発生するとともに、前記第２の光信号から変換された駆動信号に応じ
て動作する撮像素子と、を挿入部の先端部に有する内視鏡であって、前記配線板の前記第
１の光信号が入射する入射部と前記第２の光信号が出射する出射部との間に、前記配線板
の内部を導光される光を遮断する遮光壁が形成されており、前記遮光壁を構成している遮
光孔が、前記導通孔と同じ構成である。
【００１１】
　また本発明の別の実施形態の光伝送モジュールは、入射した第１の光信号を導光すると
とともに、導光した第２の光信号を出射する光導波路板と、前記第１の光信号を発生する
発光素子と、前記第２の光信号を受光する受光素子と、第１の主面に前記発光素子および
前記受光素子が実装され、前記第１の主面と対向する第２の主面が前記光導波路板におけ
る前記第１の光信号が入射するとともに前記第２の光信号が出射する面に配置されている
、光透過性材料からなる配線板と、を具備する光伝送モジュールであって、前記配線板の
前記第１の光信号が入射する入射部と前記第２の光信号が出射する出射部との間に、前記
配線板の内部を導光される光を遮断する遮光壁が形成されている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の実施形態によれば、配線板の中を導光される迷光により伝送品質が劣化するお
それのない内視鏡モジュールを有する内視鏡、および、配線板の中を導光される迷光によ
り伝送品質が劣化するおそれのない内視鏡モジュールを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１実施形態の光伝送モジュールの分解斜視図である。
【図２】第１実施形態の光伝送モジュールの断面図である。
【図３】第１実施形態の光伝送モジュールの上面図である。
【図４Ａ】第１実施形態の変形例１の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図４Ｂ】第１実施形態の変形例２の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図５Ａ】第１実施形態の変形例３の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図５Ｂ】第１実施形態の変形例４の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図５Ｃ】第１実施形態の変形例５の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図５Ｄ】第１実施形態の変形例６の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図５Ｅ】第１実施形態の変形例７の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図５Ｆ】第１実施形態の変形例８の光伝送モジュールの遮光孔の上面図である。
【図６】第２実施形態の光伝送モジュールの上面図である。
【図７】第２実施形態の光伝送モジュールの断面図である。
【図８】第２実施形態の変形例１の光伝送モジュールの上面図である。
【図９】第２実施形態の変形例１の光伝送モジュールの断面図である。
【図１０】第２実施形態の変形例２の光伝送モジュールの断面図である。
【図１１】第３実施形態の内視鏡斜視図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
＜第１実施形態＞
　図１から図３を用いて第１実施形態の光伝送モジュール１について説明する。なお、以
下の説明において、各実施の形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分の厚みと
幅との関係、夫々の部分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであ
り、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている場合が
ある。また一部の構成要素の図示を省略することがある。
【００１５】
　光伝送モジュール１は、発光素子２０と、受光素子３０と、光導波路板１０と、配線板
４０と、光ファイバ５１、５２と、を具備する。光導波路板１０の上面１０ＳＡには、発
光素子２０および受光素子３０が実装された配線板４０が接着層（不図示）を介して配設
されている。光導波路板１０の側面１０ＳＳ１、１０ＳＳ２には、それぞれ光ファイバ５
１、５２が光結合するように配設されている。
【００１６】
　光伝送モジュール１では、発光素子２０が発生する第１の光信号Ｌ１は光ファイバ５１
を介して導光される。受光素子３０は、光ファイバ５２を介して導光された第２の光信号
Ｌ２を受光する。例えば、径が１２５μｍのマルチモード型の光ファイバ５１、５２は、
光を伝送する断面が５０μｍφのコアと、コアの外周を覆うクラッドとからなる。光ファ
イバ５１、５２は、樹脂からなる外皮に覆われていてもよい。
【００１７】
　発光素子２０は、例えば、垂直共振器面発光レーザ（ＶＣＳＥＬ：Vertical Cavity Su
rface Emitting LASER）であり、入力された駆動電気信号に応じて、発光面（ＸＹ平面）
に対して垂直下方向（Ｚ軸方向）に第１の光信号Ｌ１を出射する。例えば、平面視寸法が
２５０μｍ×３００μｍと超小型の発光素子２０は、直径が２０μｍの発光部２１と、発
光部２１と電気的に接続された、駆動電気信号を供給するための接続端子２２と、を発光
面に有する。
【００１８】
　受光素子３０は、例えば、フォトダイオード（ＰＤ）であり、受光面に対して垂直方向
から入射した第２の光信号Ｌ２を電気信号に変換して出力する。例えば、平面視寸法が３
５０μｍ×３００μｍと超小型の受光素子３０は、直径が５０μｍの受光部３１と、受光
部３１と電気的に接続された受信電気信号を出力するための接続端子３２と、を受光面に
有する。
【００１９】
　光導波路板１０は、光信号を導光するＸ軸方向が長手方向の光導波路である、細長い直
方体のコア１１の周囲をクラッド１２（１２Ａ、１２Ｂ）が取り囲んでいるポリマー型で
ある。光導波路であるコア１１は第１の樹脂からなり、クラッド１２は、屈折率が第１の
樹脂よりも小さい第２の樹脂からなる。効率的な光伝送のために、コア１１の屈折率とク
ラッド１２の屈折率との差は、０．０１以上が好ましい。コア１１は、光信号を導光する
光路である光導波路を構成している。
【００２０】
　例えば、コア１１およびクラッド１２は、耐熱性、透明性、等方性に優れている、屈折
率１．５０～１．６０のフッ素化ポリイミド樹脂からなる。コア１１およびクラッド１２
が樹脂からなるポリマー型の光導波路板１０は、石英等の無機材料からなる光導波路板よ
りも、加工が容易で柔軟性に優れている。
【００２１】
　光導波路板１０のコア１１には、第１の反射面１３と第２の反射面１４とが形成されて
いる。第１の反射面１３および第２の反射面１４は、ダイシングブレードを用いて下面側
から形成された溝の傾斜面である。図示しないが、溝の内部には樹脂が充填されている。
【００２２】
　第１の反射面１３は、垂直方向（Ｚ軸方向）からコア１１に入射した第１の光信号Ｌ１
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を９０度反射して、コア１１の長手方向（Ｘ軸方向）に導光する。第２の反射面１４は、
コア１１の長手方向（Ｘ軸方向）を導光された第２の光信号Ｌ２を９０度反射して、垂直
方向（Ｚ軸方向）に出射する。
【００２３】
　なお、第１の反射面１３および第２の反射面１４には、反射率を高くするために、金等
の金属からなる反射膜が成膜されていてもよいし、溝の内部が樹脂で充填されていてもよ
い。また、溝の内部に反射面としてプリズムが配設されていてもよい。
【００２４】
　第１の主面４０ＳＡと第１の主面４０ＳＡと対向する第２の主面とを有する配線板４０
は、ポリイミドまたはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等の光透過性材料からなる
。配線板４０の第１の主面４０ＳＡには、発光素子２０の接続端子２２が接合されている
電極パッド４１と受光素子３０の接続端子３２が接合されている電極パッド４３とが配設
されている。
【００２５】
　配線板４０は、厚さ５０μｍにおける、第１の光信号Ｌ１および第２の光信号Ｌ２の波
長の光の光透過率が７５％以上の材料であれば、それ以外の波長の光の透過率が低い材料
から構成されていてもよい。また、配線板４０は、光導波路板１０への接着等が容易であ
るために、フレキシブル配線板であることが好ましい。
【００２６】
　発光素子２０は、配線板４０の電極パッド４１を介して受電した第１の電気信号（例え
ば、撮像信号）に基づき、第１の光信号Ｌ１を発生する。そして、配線板４０の第１の主
面４０ＳＡの入射部４２から入射した第１の光信号Ｌ１は、配線板４０の内部を透過して
、第２の主面４０ＳＢから出射され、上面１０ＳＡの入射部１５から光導波路板１０に入
射し、第１の反射面１３およびコア１１を介して側面１０ＳＳ１に配設された光ファイバ
５１に入射する。
【００２７】
　一方、光ファイバ５２が導光した第２の光信号Ｌ２は、光導波路板１０の側面１０ＳＳ
２から入射し、コア１１および第２の反射面１４を介して光導波路板１０の上面１０ＳＡ
の出射部１６から出射される。第２の光信号Ｌ２は、配線板４０の第２の主面４０ＳＢか
ら入射し配線板４０の内部を透過して第１の主面４０ＳＡの出射部４４から出射し受光素
子３０の受光部３１に入射する。受光素子３０が出力する第２の電気信号（例えば、制御
信号）は電極パッド４３を介して、配線板４０に接続されている撮像素子等（不図示）に
伝送される。
【００２８】
　なお、光導波路板１０の入射部１５は、発光部２１の直下領域であるが、その領域は周
囲と明瞭に区別されるものではない。同様に出射部１６は受光部３１の直下領域であるが
、その領域は周囲と明瞭に区別されるものではない。
【００２９】
　ここで、発光素子２０が発生した第１の光信号Ｌ１の一部が、迷光Ｌ１Ａとして配線板
４０の内部を導光されるおそれがある。迷光Ｌ１Ａが受光素子３０に受光されるとノイズ
となり、第２の光信号Ｌ２の品質が低下する。
【００３０】
　光伝送モジュール１では、配線板４０の入射部４２と出射部４４との間に、配線板４０
の内部を導光される光を遮断する遮光壁４９が遮光孔により形成されている。遮光壁４９
は、配線板４０を貫通する溝状の遮光孔の、例えば、めっき膜で覆われている壁面である
。図３に示すように、遮光壁４９は配線板４０の入射部４２の中心と出射部４４の中心と
を結ぶ線上ＣＬに配置されている。
【００３１】
　なお、遮光壁４９を構成している遮光孔は、配線板４０を貫通している貫通孔であるが
、光導波路板１０に接着された後は有底の遮光ビアとなる。また、遮光孔は迷光を十分に
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遮断できれば、配線板４０を貫通していなくともよい。
【００３２】
　さらに、遮光孔は、少なくとも壁面が導体で覆われていれば、例えば、ビアフィルめっ
き法により内部が銅等の導体で充填されていてもよい。
【００３３】
　光伝送モジュール１では、迷光Ｌ１Ａは遮光壁４９により遮断されるため、光信号の伝
送品質が低下するおそれがない。
【００３４】
＜第１実施形態の変形例＞
　次に第１実施形態の変形例の光伝送モジュール１Ａ～１Ｈについて説明する。光伝送モ
ジュール１Ａ～１Ｈは、光伝送モジュール１と類似し同じ効果を有するため、同じ構成要
素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００３５】
＜第１実施形態の変形例１＞
　図４に示す変形例１の光伝送モジュール１Ａでは、配線板４０Ａの遮光壁４９Ａは、断
面が三角形の遮光孔Ｈ４９Ａからなる。貫通孔Ｈ４９Ａの内壁はめっき膜４９Ａ１で覆わ
れている。なお、遮光孔Ｈ４９Ａの内部は空洞であるが、樹脂等により充填されていても
よい。
【００３６】
　遮光壁４９Ａで反射された迷光は第１の光信号Ｌ１とは位相等が異なり、第１の光信号
Ｌ１に混入するとノイズとなるおそれがある。しかし、遮光壁４９Ａの断面は略二等辺三
角形で、その頂点が、入射部１５と対向するように中心線上ＣＬに配置されている。この
ため、入射部１５の方向から入射した迷光は、遮光壁４９Ａで反射されると、入射方向と
は異なる方向に反射されるため、反射した迷光が第１の光信号Ｌ１のノイズの原因となる
おそれがない。
【００３７】
　光伝送モジュール１Ａは、反射した迷光により第１の光信号Ｌ１の品質が低下するおそ
れがない。
【００３８】
＜第１実施形態の変形例２＞
　図４Ｂに示す変形例２の光伝送モジュール１Ｂでは、配線板４０Ｂの遮光壁４９Ｂは、
内部が光吸収材料で充填されている、断面が楕円形の遮光孔である。
【００３９】
　光吸収材料は、例えば炭素微粒子が混合された樹脂からなる。
【００４０】
　内部が光吸収材料で充填されている遮光孔からなる遮光壁４９Ｂは、入射した迷光が反
射されない。
【００４１】
　光伝送モジュール１Ｂは、反射した迷光により第１の光信号Ｌ１の品質が低下するおそ
れがない。
【００４２】
＜第１実施形態の変形例３＞
　図５Ａに示す変形例３の光伝送モジュール１Ｃでは、配線板４０Ｃの遮光壁４９Ｃは、
６個の遮光孔４９Ｃ１および遮光孔４９Ｃ２からなる。すなわち、遮光壁４９Ｃは、複数
の遮光孔により構成されている。
【００４３】
　断面が矩形の遮光孔４９Ｃ１は、中心線上ＣＬに配置されている。遮光孔４９Ｃ１およ
び遮光孔４９Ｃ２の内部は、めっき膜で充填されている。
【００４４】
＜第１実施形態の変形例４＞
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　図５Ｂに示す変形例４の光伝送モジュール１Ｄでは、配線板４０Ｄの遮光壁４９Ｄは、
６個の遮光孔４９Ｄ１および遮光孔４９Ｄ２からなる。円柱状の遮光孔４９Ｄ２は、中心
線上ＣＬに配置されている。
【００４５】
＜第１実施形態の変形例５＞
　図５Ｃに示す変形例５の光伝送モジュール１Ｅでは、配線板４０Ｅの遮光壁４９Ｅは、
８個の遮光孔４９Ｅ１および遮光孔４９Ｅ２からなる。断面がＴ字型の遮光孔４９Ｅ２は
、中心線上ＣＬに配置されている。
【００４６】
＜第１実施形態の変形例６＞
　図５Ｄに示す変形例６の光伝送モジュール１Ｆでは、配線板４０Ｆの遮光壁４９Ｆは、
２個の遮光孔４９Ｆ１および遮光孔４９Ｆ２からなる。遮光孔４９Ｆ２の断面が三角形の
頂点は、中心線上ＣＬに配置されている。
【００４７】
　このため、遮光壁４９Ｆで反射された迷光が、第１の光信号Ｌ１のノイズにならず、第
１の光信号Ｌ１の品質を低下させることがない。
【００４８】
＜第１実施形態の変形例７＞
　図５Ｅに示す変形例７の光伝送モジュール１Ｇでは、配線板４０Ｇの遮光壁４９Ｇは、
６個の遮光孔４９Ｇ１からなる。断面が三角形の６個の遮光孔４９Ｇ１は、中心線上ＣＬ
において光の遮断率が最大となるように配置されている。遮光孔４９Ｇ１の断面が三角形
の頂点は、中心線上ＣＬに配置されている。
【００４９】
　このため、遮光壁４９Ｇで反射された迷光が、第１の光信号Ｌ１のノイズにならず、第
１の光信号Ｌ１の品質を低下させることがない。
【００５０】
＜第１実施形態の変形例８＞
　図５Ｆに示す変形例８の光伝送モジュール１Ｈでは、配線板４０Ｈの遮光壁４９Ｈは、
１５個の遮光孔４９Ｈ１からなる。断面が円形の１５個の遮光孔４９Ｈ１は、中心線上Ｃ
Ｌにおいて光の遮断率が最大となるように配置されている。
【００５１】
　以上の説明のように、遮光孔は、断面形状は円形、矩形に限られるものではなく、壁面
が遮光材料で覆われていてもよいし、内部が光吸収材料で充填されていてもよい。また、
遮光壁は、複数の遮光孔により構成されていてもよい。遮光壁が複数の遮光孔により構成
されている場合、複数の遮光孔は、入射部の中心と出射部の中心とを結ぶ線上において光
の遮断率が最大となるように配置されていることが好ましい。
【００５２】
＜第２実施形態＞
　次に、図６および図７を用いて、第２実施形態の光伝送モジュール１Ｉについて説明す
る。光伝送モジュール１Ｉは、光伝送モジュール１と類似し同じ効果を有するため、同じ
構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００５３】
　光伝送モジュール１Ｉでは、光導波路板１０Ｉの上面１０ＳＡに透明樹脂からなる接着
層１９を介して配線板４０Ｉが配設されている。配線板４０Ｉには、第１の主面４０ＳＡ
と第２の主面４０ＳＢとを接続する複数の導通孔４８Ｉが形成されている。壁面が導電材
料で覆われている導通孔４８Ｉは、公知の方法、例えば、レーザにより形成した貫通孔の
内壁に無電解めっき法により下地銅めっき膜を配設した後に、電気めっき法により厚付け
銅めっき膜を成膜することで作製される。
【００５４】
　例えば、発光素子２０の接続端子２２が接合された電極パッド４１から延設された配線
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４５は、導通孔４８Ｉを介して、第２の主面４０ＳＢの配線４５と電気的に接続されてい
る。
【００５５】
　配線板４０Ｉは、第１の主面４０ＳＡおよび第２の主面４０ＳＢに配線４５、４３が配
設されている両面配線板であるので、設計が容易である。なお、配線板４０Ｉは、導通孔
４８Ｉを有していれば、多層配線板でもよいし、第１の主面４０ＳＡに電子部品が実装さ
れていてもよい。
【００５６】
　配線板４０Ｉの遮光壁４９Ｉは、１５個の遮光孔４９Ｉ１からなる。断面が円形の１５
個の遮光孔４９Ｉ１は、中心線上ＣＬにおいて光の遮断率が最大となるように配置されて
いる。
【００５７】
　光伝送モジュール１Ｉは、迷光Ｌ１Ａは遮光壁４９Ｉにより遮断されるため、光信号の
伝送品質が低下するおそれがない。
【００５８】
　そして、光伝送モジュール１Ｉは、遮光孔４９Ｉ１が導通孔４８Ｉと同じ構成である。
すなわち、遮光孔４９Ｉ１は導通孔４８Ｉを作製するときに、同時に同じ方法により作製
される。
【００５９】
　導通孔４８Ｉの直径は、例えば５μｍ～５０μｍと小さいために、１個の同じ大きさの
遮光孔４９Ｉ１では迷光を十分に遮断することは容易ではない。しかし、光伝送モジュー
ル１Ｉの遮光壁４９Ｉは、複数の遮光孔４９Ｉ１により構成されているために十分に迷光
を遮断できる。さらに、複数の遮光孔４９Ｉ１は、入射部の中心と出射部の中心とを結ぶ
線上ＣＬにおいて光の遮断率が最大となるように配置されているために、より確実に迷光
を遮断できる。
【００６０】
＜第２実施形態の変形例＞
　次に、図８および図９を用いて、第２実施形態の変形例の光伝送モジュール１Ｊ、１Ｋ
について説明する。光伝送モジュール１Ｊ、１Ｋは、光伝送モジュール１Ｉと類似し同じ
効果を有するため、同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００６１】
＜第２実施形態の変形例１＞
　第２実施形態の変形例１の光伝送モジュール１Ｊでは、光信号が双方向伝送される。す
なわち、発光素子２０が発生する第１の光信号Ｌ１の波長λ１と、受光素子３０が受光す
る第２の光信号Ｌ２の波長λ２とは異なる。そして、図９に示すように、１本の光ファイ
バ５０は、第１の光信号Ｌ１との第２の光信号Ｌ２とが合波された第３の光信号を導光す
る。例えば、第１の波長λ１は、８５０ｎｍであり、第２の波長λ２は、１３００ｎｍで
ある。
【００６２】
　光導波路板１０Ｊは、第１の光信号Ｌ１との第２の光信号Ｌ２とを合波するとともに、
分波する機能を有する。側面１０ＳＳ２から入射した第２の光信号Ｌ２は、コア１１に形
成された第２の反射面１４Ｊによって受光素子３０の受光部３１に入射する発光素子２０
が発生した第１の光信号Ｌ１は第１の反射面１３によってコア１１に入射し、第２の反射
面１４を通過して光ファイバ５０に入射する。すなわち、第２の反射面１４Ｊは、第１の
光信号Ｌ１は透過し第２の光信号Ｌ２を反射する、例えば表面に誘電体多層膜が配設され
たプリズムからなる。
【００６３】
　光伝送モジュール１Ｊは、１本の光ファイバ５０で第１の光信号Ｌ１および第２光信号
Ｌ２を導光するため、導光経路が細径である。
【００６４】
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＜第２実施形態の変形例２＞
　図１０に示すように、第２実施形態の変形例２の光伝送モジュール１Ｋでは、配線板４
０Ｋには、第１の光信号Ｌ１の光路となる第１の貫通孔Ｈ４８および第２の光信号Ｌ２の
光路となる第２の貫通孔Ｈ４９がある。第１の貫通孔Ｈ４８は、光導波路板１０Ｊの入射
部１５の直上に形成されている。第２の貫通孔Ｈ４９は、光導波路板１０Ｊの出射部１６
の直上に形成されている。
【００６５】
　光伝送モジュール１Ｋでは、接着層１９には貫通孔は形成されていないが、接着層の透
光率が低い場合には、接着層１９にも光路となる貫通孔が形成されていてもよい。
【００６６】
　光伝送モジュール１Ｋは、光伝送モジュール１Ｊの効果を有し、さらに配線板４０Ｋに
光路となる貫通孔Ｈ４８、Ｈ４９が形成されているため、光の減衰が少なく伝送効率がよ
い。
【００６７】
　なお、光伝送モジュール１～１Ｊにおいても、第１の光信号Ｌ１の光路となる第１の貫
通孔Ｈ４８および第２の光信号Ｌ２の光路となる第２の貫通孔Ｈ４９が形成されていれば
、光伝送モジュール１Ｋと同じ効果を有することは言うまでも無い。
【００６８】
＜第３実施形態＞
　次に、第３実施形態の内視鏡９について説明する。
【００６９】
　図１１に示すように、内視鏡９は、光伝送モジュール１が先端部９Ａに配設された挿入
部９Ｂと、挿入部９Ｂの基端側に配設された操作部９Ｃと、操作部９Ｃから延出するユニ
バーサルコード９Ｄと、信号処理装置（不図示）等と接続されるコネクタ９Ｅと、を具備
する。なお、先端部９Ａに配設された光伝送モジュール１から発信され、挿入部９Ｂを挿
通する光ファイバ５０（５１、５２）が導光した第１の光信号Ｌ１は、操作部９Ｃに配設
された光伝送モジュール１Ｘにより電気信号に変換される。また、操作部９Ｃに配設され
た光伝送モジュール１Ｘから発信され、挿入部９Ｂを挿通する光ファイバ５２が導光した
第２の光信号Ｌ２は、先端部９Ａに配設された光伝送モジュール１により電気信号に変換
される。
【００７０】
　内視鏡９は、小型の光伝送モジュール１を有するため先端部９Ａが細径である。さらに
光伝送モジュール１では、迷光Ｌ１Ａは遮光壁４９により遮断されるため、光信号の伝送
品質が低下するおそれがない。
【００７１】
　なお、光伝送モジュール１Ａ～１Ｋを有する内視鏡９は、それぞれの光伝送モジュール
１Ａ～１Ｋの効果を更に有する。
【００７２】
　例えば、実施形態の内視鏡は、入射した第１の光信号を導光するととともに、導光した
第２の光信号を出射する光導波路板と、前記第１の光信号を発生する発光素子と、前記第
２の光信号を受光する受光素子と、第１の主面に前記発光素子および前記受光素子が実装
され、前記第１の主面と対向する第２の主面が前記光導波路板における前記第１の光信号
が入射するとともに前記第２の光信号が出射する面に配置されており、前記第１の主面と
前記第２の主面とを接続する、壁面が導電材料で覆われている導通孔が形成されている、
光透過性材料からなる配線板と、を具備する光伝送モジュールと、前記第１の光信号に変
換される撮像信号を発生するとともに、前記第２の光信号から変換された駆動信号に応じ
て動作する撮像素子と、を挿入部の先端部に有する内視鏡であって、前記配線板の前記第
１の光信号が入射する入射部と前記第２の光信号が出射する出射部との間に、前記配線板
の内部を導光される光を遮断する遮光壁が形成されており、前記遮光壁を構成している遮
光孔が、前記導通孔と同じ構成である。
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【００７３】
　本発明は、上述した実施形態および変形例等に限定されるものではなく、発明の趣旨を
逸脱しない範囲内において種々の変更、組み合わせおよび応用が可能である。
【符号の説明】
【００７４】
１、１Ａ～１Ｋ・・・光伝送モジュール
９・・・内視鏡
１０・・・光導波路板
１１・・・コア
１２・・・クラッド
１３・・・第１の反射面
１４・・・第２の反射面
２０・・・発光素子
２１・・・発光部
２２・・・接続端子
３０・・・受光素子
３１・・・受光部
３２・・・接続端子
４０・・・配線板
４０ＳＡ・・・第１の主面
４０ＳＢ・・・第２の主面
４２・・・入射部
４４・・・出射部
４８Ｉ・・・導通孔
４９、４９Ａ～４９Ｉ・・・遮光壁
５０、５１、５２・・・光ファイバ
Ｌ１・・・第１の光信号
Ｌ１Ａ・・・迷光
Ｌ２・・・第２の光信号
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